
シャトル・スタミナテスト（SST)には、 

①３分間シャトルラン（３分間SRT) 

②３分間シャトルウォーク（３分間SWT)があります。 

①は走って、②は歩いて、どちらも１０ｍ区間を全力で

往復し、３分間に到達できた距離を測ります。 

＜SWT:シャトル･ウオークテストは高齢者用です＞ 

問合せ先 

NPO法人みんなのスポーツ協会 事務局：池島

  Tel：090-4492-1871

 E-mail:：operator-2323@npo-minspo.net
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全身持久力が簡単に測れる 


